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愛知県・内海地先及び和地地先に漂着したサガラメ Eisenia arboea の体の特徴 
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Abstract :This study was curried out in order to accumulate the biological information about the seaweed 

of the Sagarame, Eisenia arboea, distributed along the coast of Aichi, Japan. In July 27, 2005, we collected 

the Sagarame drifted to the seashore at Utsumi facing to Ise bay. In August 27,2005, we also collected the 

samples at Waji facing to west of Enshu-nada. The ages of the samples were estimated by the growth rings. 

The longest bladelet length, the longest bladelet width, number of bladelet, total bladelet weight, arm 

length, arm width, arm weight, stipe length, stipe weight and stipe diameter of the samples were measured. 

The ages of the samples at Utsumi were from one to five years old. The ages of the samples at Waji were 

two, three, four and seven years old. The sums of the arm length and the stipe length of the samples at 

Utsumi were clearly shorter than those of the samples at Waji. Compared to the previous reports, the arm 

length and the stipe length of Sagarame in this report were shorter than that of Arame, Eisenia bicyclis, at 

Mie and Shizuoka. 
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伊勢湾及び遠州灘西部に面した愛知県沿岸岩礁域に

おいては，サガラメ E. arborea の藻場が形成されていた

が，1998 年頃から衰退が始まり，2000 年には伊勢湾では

南知多町内海地先及び遠州灘西部では田原市和地地先の

限定された海域を残して消失した。その原因のひとつと

して，アイゴ Siganus fuscescens による食害が考えられて

いる。1-8) 愛知県沿岸域のサガラメ藻場を再生するため

には，内海地先及び和地地先に残存しているサガラメに

ついて詳細な情報が求められることから，同地先の海岸

に漂着したサガラメを採集して，その年齢及び形態を調

査した。 

 

材料及び方法 

 伊勢湾に面した内海地先では 2005年 7月 27日，また，

遠州灘西部に面した和地地先では 2005 年 8 月 27 日にそ

れぞれの海岸に漂着したサガラメを採集した。採集した

地点は Fig.1 に示した。なお，2005 年 7 月 26 日には台風

第 7 号が千葉県に接近，2005 年 8 月 25 日には台風第 11

号が静岡県に接近し，それぞれ愛知県海域において波浪 
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Fig. 1 The maps showing two locations(●) where 
the drifted Sagarame were collected. 
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警報が発令された。採集したサガラメは，寺脇・後藤 9）

の形態計測方法により側葉長，側葉幅，側葉数，側葉総

重量，枝長，枝幅，枝重量，茎長及び茎重量を，芹澤ら

10）の方法により茎径をそれぞれ測定した。なお，重量は

湿重量とした。年輪数は，新崎 11）の方法により茎断面に

観察される輪の数を計数して求め，年輪数を年齢 10-12)と

した。内海地先で採集された個体では茎の部分で断裂し

た個体があり，また，和地地先で採集された個体では葉

体が脱落した個体があったことから，これら個体では該

当部位を欠測とした。 

 

結果及び考察 

内海地先及び和地地先のサンプルの側葉長，側葉幅，

側葉数，側葉総重量，枝長，枝幅，枝重量，茎長，茎重

量及び茎径について，それぞれ平均値を年齢ごとに

Table.1 に示した。内海地先で採集された漂着サガラメの

一部を Fig.2 に，和地地先で採集された漂着サガラメの

一部を Fig.3 にそれぞれ示した。また，内海地先及び和地

地先で採集された個体の茎断面に認められた年輪を

Fig.4 に示した。内海地先で採集された個体の年齢は，1

歳から 5 歳までと推定された。和地地先で採集された個

体の年齢は，2 歳，3 歳，4 歳及び 7 歳と推定された。内

海地先で採集された個体と和地地先で採集された個体を

外観で比較すると，内海地先の個体は和地地先の個体と

比べて枝長と茎長の和（根の付け根から成長点までの長

さ）が短い傾向が観察されたことから，それぞれの個体

について年齢毎に枝長と茎長の和を Fig.5 に示した。和 

地地先で採集された個体が少なかったことから，内海地

先と和地地先との地先間での差について検定はできなか

ったが，概ね内海地先の個体が和地地先の個体よりも枝

長と茎長の和が短い傾向が認められた。なお，他地域の 

サガラメについては既報の数値がなかったことから，サ

ガラメの別種であるアラメ E. bicyclis で報告されている

数値を用いて地域間の比較を行った。前川・喜田 13）が

報告した三重県志摩半島岩井崎沖のアラメの茎長は，年

輪が 1輪の群では 3～10cm，2輪の群では 10～50cm前後，

3 輪の群では約 50cm 以上とされ，芹澤ら 14)が報告した

静岡県下田市田牛地先のアラメでは茎長の平均値は

45.3cm とされている。愛知県沿岸域で採集された漂着サ

ガラメの茎長は，内海地先の 5 歳で平均値が 3.7cm，和

地地先の7歳で39.3cmとアラメに比べて短い傾向がみら

れた。これらの差はサガラメとアラメという種間の遺伝

的な差に起因している可能性が考えられるとともに，生

育環境の差が影響している可能性も考えられることから

詳細な調査，検討が必要とされる。また，内海地先で採

集された個体の茎長と枝長の和が，和地地先で採集され

た個体の茎長と枝長の和よりも短い傾向が認められたこ

とについても，生育環境面での比較とともに遺伝的な比

較を行うなど詳細な検討が必要と思われた。 

なお，和地地先のサガラメは葉体が脱落，または全く

存在しない個体（Fig.3）が認められ，これらには多数の

食害痕が観察された。その食害痕はアイゴの採食痕 1-3)

の特徴と一致していた。 

 

要    約 

愛知県沿岸に分布しているサガラメの生物学的情報を

得るため，2005 年 7 月 27 日に伊勢湾に面する内海地先

で，2005 年 8 月 27 日に遠州灘西部に面する和地地先で 

漂着したサガラメを採集し，側葉長，側葉幅，側葉数，

側葉総重量，枝長，枝幅，枝重量，茎長，茎重量，茎径

及び年輪数を測定した。年齢は，年輪数から推定した。

内海地先で採集された個体の年齢は，1歳から 5歳まで， 

  

Table 1. The sampling locations, ages, longest bladelet length, longest bladelet width, number of bladelets, total bladelet 
weight, arm length, arm width, arm weight, stipe length, stipe weight and stipe diameter of the samples. Values 
are means±standard deviations. The number of the measured samples are given in parentheses after values. 

Longest bladelet
length

Longest bladelet
width

Number of
bladelet

Total bladelet
weight

Arm length Arm width
(widest part)

Arm weight Stipe length Stipe weight Stipe diameter

(cm) (cm) (w.w.) (cm) (cm) (w.w.) (cm) (w.w.) (cm)
Utsumi 1 years old  45.8±14.8(2) 6.3±0.3(2) 22.5±2.1(2) 221.5±74.2(2) 3.1±0.1(2) 3.3±1.2(2) 6.0±1.4(2) 2.6±0.1(2) 1.0±0(2) 0.9±0.1(2)

2 years old  59.5±9.5(14) 7.3±1.3(14) 28.1±7.0(14) 498.1±231.8(14) 4.1±1.2(14) 3.8±0.5(14) 13.6±6.2(14) 2.0±1.2(9) 1.3±0.9(9) 1.1±0.2(14)
3 years old  59.3±10.5(14) 7.1±1.0(14) 45.4±13.5(14) 807.6±345.1(14) 6.0±1.2(14) 4.5±0.9(14) 27.5±9.7(14) 3.5±1.8(11) 5.7±3.3(11) 1.4±0.2(14)
4 years old  71.0±18.8(3) 8.2±1.5(3) 49.3±12.6(3) 1011.0±224.9(3) 7.6±1.1(3) 4.6±0.7(3) 39.7±5.5(3) 3.6±2.5(3) 8.0±7.9(3) 1.7±0.2(3)
5 years old  66.5±1.6(3) 6.2±0.8(3) 66.0±31.4(3) 1297.0±418.6(3) 6.3±0.5(3) 4.9±1.3(3) 38.7±13.2(3) 3.7±1.7(3) 7.7±5.0(3) 1.6±0.1(3)

Waji 2 years old  - - 16(1) - 3.3(1) 1.5(1) 3(1) 9.9(1) 9(1) 1.25(1)
3 years old  - - 32(1) - 5.5(1) 3.3(1) 16(1) 16.7(1) 29(1) 1.6(1)
4 years old  45(1) 2.9(1) 35(1) 138(1) 14.2(1) 3.9(1) 54(1) 10.2(1) 35(1) 2.1(1)
7 years old  - - 41(1) - 9.7(1) 3.7(1) 25(1) 39.3(1) 158(1) 2.8(1)

-：N.D. 　

w.w.：wet weight

Sampling
location Age
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和地地先で採集された個体の年齢は，2 歳，3 歳，4 歳及

び 7 歳であった。内海地先で採集された個体の枝長と茎

長の和は，和地地先のものより短い傾向にあった。また，

本報のサガラメの茎長は，既報の三重県及び静岡県のア

ラメの茎長と比べてともに短かった。 
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Fig.4 The growth rings observed on the cross sections of 
the spites. 
A: The cross section of the sample at Utsumi, which 

was five years old. 
B: The cross section of the sample at Waji, which 

was seven years old.

A B A B 

5 

4 

3 

2 

1 

A B 
7

6

5

4

3

21

0

10

20

30

40

50

60

0 1 2 3 4 5 6 7 8

Ages(years old)

A
rm

 le
ng

th
+s

tip
e 

le
ng

th
( ㎝

)

Fig.5 The sums of the arm length and the stipe 
length in each samples from Waji and Utsumi.

     ● Samples at Waji. ○ Samples at Utsumi.
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